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Ⅰ　

略
伝

　

ジ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ゼ
フ
・
マ
シ
ュ
ー
ズ
（
一
八
九
四―

一
九
七
九（
１
））
の
父
親

の
名
前
は
ウ
ィ
リ
ウ
ム
・
シ
ャ
ー
リ
ー
ィ
・
マ
シ
ュ
ー
ズ
で
、
フ
ラ
ン
ス
人

と
オ
ー
セ
イ
ジ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
血
（
四
分
の
一
）
を
引
く
混
血
で
あ
っ

た
。
母
親
の
名
前
は
ユ
ー
ジ
ー
ニ
ア
で
、
純
血
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
で
あ
っ
た
。

一
家
は
一
八
七
四
年
に
部
族
と
一
緒
に
カ
ン
ザ
ス
州
か
ら
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
准

州
に
移
住
し
た
。
一
家
の
家
は
一
九
〇
六
年
オ
ー
セ
イ
ジ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

に
単
独
土
地
所
有
法（
２
）が
適
用
さ
れ
る
ま
で
、
オ
ー
セ
イ
ジ
国
の
首
都
で
あ
っ

た
ポ
ー
ハ
ス
カ
を
見
下
ろ
す
場
所
に
あ
っ
た
。
ポ
ー
ハ
ス
カ―

―

後
に
オ
ク

ラ
ホ
マ
州
オ
ー
セ
イ
ジ
郡
の
中
心
と
な
る―

―

は
当
時
、
開
拓
の
進
む
西
部

の
町
で
あ
っ
た
。
父
親
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
で
聖
書
を

オ
ー
セ
イ
ジ
語
に
翻
訳
し
た
。
ま
た
、
交
易
所
を
営
み
、
後
に
は
そ
の
地
の

最
初
の
銀
行
を
設
立
し
て
、
白
人
の
妻
お
よ
び
混
血
の
子
供
た
ち
に
裕
福
な

生
活
を
送
ら
せ
た
。

　

マ
シ
ュ
ー
ズ
は
一
九
一
四
年
に
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
大
学

（
一
八
九
〇
年
設
立
）
に
入
学
し
て
、
二
〇
年
に
地
質
学
専
攻
の
学
位
を
取

得
し
た
。
彼
は
在
学
中
、
三
年
間
ほ
ど
軍
務
に
服
し
て
、
最
初
は
騎
兵
隊
に
、

そ
の
後
、
通
信
関
係
に
従
事
し
て
航
空
部
隊
に
配
属
さ
れ
た
。
従
軍
し
て
フ

ラ
ン
ス
で
ア
メ
リ
カ
遠
征
軍
付
き
の
飛
行
教
官
に
な
っ
た
。
彼
は
大
学
卒
業

後
、
ロ
ー
ズ
奨
学
金（
３
）の

申
し
出
を
拒
否
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
当
時
、
オ
ー

セ
イ
ジ
保
留
地
で
見
つ
か
っ
た
石
油
採
掘
か
ら
得
ら
れ
る
配
当
金
で
留
学
で

き
る
見
込
み
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
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二

学
に
入
学
し
て
、
一
九
二
三
年
に
自
然
科
学
で
同
大
学
の
マ
ー
ト
ン
・
カ
レ

ッ
ジ
か
ら
Ｂ
・
Ａ
を
取
得
し
た
。
オ
ー
ト
バ
イ
で
フ
ラ
ン
ス
を
放
浪
し
た
後
、

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
大
学
で
国
際
関
係
を
学
び
、
一
九
二
四
年
に
終
了
証
書
を
得
た
。

そ
れ
を
活
か
し
て
、「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
レ
ジ
ャ
ー
」
紙
の
記
者
と
し

て
短
期
間
、
国
際
連
盟
の
活
動
を
取
材
し
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
ア
フ
リ

カ
で
狩
猟
も
し
て
い
た
が
、「
故
郷
に
戻
っ
て
オ
ー
セ
イ
ジ
の
こ
と
を
知
ろ

う
」
と
決
め
た
の
は
ア
フ
リ
カ
旅
行
中
だ
っ
た
。
彼
は
一
九
二
九
年
に
オ
ク

ラ
ホ
マ
に
戻
り
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
ポ
ー
ハ
ス
カ
か
ら
八
マ
イ
ル
離
れ
た
、
樹

木
の
茂
る
地
（
彼
の
割
り
当
て
地
）
に
小
屋
を
建
て
た
。
後
年
、
健
康
の
た

め
に
町
に
移
住
す
る
ま
で
こ
こ
で
長
年
、
執
筆
に
従
事
し
た
。
彼
は

一
九
三
四
年
か
ら
四
二
年
ま
で
部
族
会
議
の
一
員
に
選
ば
れ
て
、
石
油
の
権

利
が
急
激
に
没
落
す
る
事
態
に
対
処
す
る
た
め
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

て
、
ま
た
、
一
九
三
五
年
に
は
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
教
育
委
員
会
に
関
与
し
た
。

そ
の
後
、
一
九
三
八
年
五
月
に
完
成
し
た
オ
ー
セ
イ
ジ
部
族
博
物
館
の
設
立

に
尽
力
し
た
が
、
こ
の
博
物
館
は
連
邦
政
府
の
資
金
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
所
有
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
に
は
メ
キ
シ
コ

の
ミ
チ
ョ
ア
カ
ノ
郡
の
パ
ツ
カ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
会
議
に
合
衆
国
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
代
表
と
し
て
参
加
し
た
。

　

彼
の
先
祖
の
ひ
と
り
、
ハ
ー
ド
・
ロ
ー
ブ
は
ワ
シ
ト
ー
川
の
戦
い（
４
）で
第
七

騎
兵
隊
の
カ
ス
タ
ー
将
軍（
５
）の

ス
カ
ウ
ト
の
先
頭
に
立
っ
た
。　
　
　
　
　
　

　

彼
が
最
初
の
著
作
に
取
り
か
か
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
二
人
の
人
物
の
存

在
だ
っ
た
。
一
人
は
一
八
七
八
年
に
連
邦
政
府
か
ら
オ
ー
セ
イ
ジ
・
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
を
担
当
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
レ
イ
バ
ン
・
Ｊ
・
マ
イ
ル
ズ
で
あ

る
。
マ
イ
ル
ズ
は
ク
ェ
ー
カ
ー
教
徒
で
あ
っ
た
が
、
歴
史
的
に
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
に
対
す
る
ク
ェ
ー
カ
ー
教
徒
の
態
度
は
白
人
と
し
て
は
例
外
的
に
真
摯
で

あ
る
。
そ
の
マ
イ
ル
ズ
は
担
当
官
と
し
て
十
三
年
間
勤
め
て
退
職
し
た
時
、

自
分
の
資
料
の
受
取
人
と
し
て
マ
シ
ュ
ー
ズ
を
選
ん
だ
。
そ
こ
で
、
オ
ク
ラ

ホ
マ
大
学
出
版
部
の
創
設
者
で
あ
り
、
編
集
者
で
あ
る
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ブ
ラ
ン

ト
が
、
マ
シ
ュ
ー
ズ
に
マ
イ
ル
ズ
の
資
料
を
使
っ
て
オ
ー
セ
イ
ジ
の
歴
史
を

記
す
よ
う
に
説
得
し
た
。
こ
う
し
て
出
版
さ
れ
た
の
が『
ワ
タ
ン
カ（
白
人
）

―
―

オ
ー
セ
イ
ジ
と
白
人
の
道
』（
一
九
三
二
年
）
で
あ
る
。
マ
シ
ュ
ー
ズ

は
こ
の
書
物
と
集
中
的
に
取
り
組
み
、
数
ヶ
月
で
完
成
し
、
ブ
ラ
ン
ト
の
始

め
た
「
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
文
明
化
シ
リ
ー
ズ
」
の
第
三
巻
と
し
て

出
版
さ
れ
た
。
こ
の
書
物
は
好
評
を
は
く
し
て
、
販
売
も
順
調
で
五
万
部
売

れ
た
。
ま
た
、「
ブ
ッ
ク
・
オ
ブ
・
ザ
・
マ
ン
ス
」
賞
を
受
賞
し
た
。

一
九
三
四
年
に
マ
シ
ュ
ー
ズ
は
再
度
、
執
筆
の
求
め
に
応
じ
て
、『
夕
映

え（
６
）』（
一
九
三
四
）
を
完
成
し
た
。
こ
れ
に
は
自
伝
的
要
素
が
含
ま
れ
る
が
、

四
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
月
に
話
す
』
も
自
伝
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
し
ば
し

ば
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｄ
・
ソ
ロ
ー
（
一
八
一
七―

六
二
）
の
『
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
』

（
一
八
五
四
）
と
、
ま
た
、
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
（
一
八
三
八―

一
九
一
四
）
の
『
は
じ
め
て
の
シ
ェ
ラ
の
夏
』（
一
九
一
一
）
と
比
較
さ
れ
る
。

次
に
出
版
さ
れ
た
の
は
『
油
田
所
有
者
の
生
涯
と
死―

―

Ｅ
・
Ｗ
・
マ
ー
ラ

ン
ド
の
生
涯
』（
一
九
五
一
年
）
で
あ
る
。
マ
ー
ラ
ン
ド
は
マ
シ
ュ
ー
ズ
の

親
友
で
あ
り
、
一
九
三
〇
年
代
に
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
の
知
事
で
あ
っ
た
。
こ
の

書
物
の
評
判
は
よ
く
、
調
査
が
充
分
に
さ
れ
た
客
観
的
な
記
述
と
さ
れ
る
。

マ
シ
ュ
ー
ズ
の
最
後
の
著
作
は
『
オ
ー
セ
イ
ジ
族
』
で
あ
り
、
出
版
は
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三

一
九
六
一
年
で
あ
る
。
こ
れ
は
オ
ー
セ
イ
ジ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
歴
史
書
で

あ
り
、
民エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー

族
史
学
で
あ
る
が
、
多
い
に
口
承
に
依
拠
し
た
、
八
〇
〇
ペ
ー
ジ

を
越
え
る
大
部
な
著
作
で
あ
る
。
未
刊
で
あ
る
が
、
第
二
の
小
説
『
夢
の
う

ち
』（W

ithin Y
our D

ream

）
も
完
成
し
て
い
た
と
い
う（
７
）。

Ⅱ　

オ
ー
セ
イ
ジ
族

　

ス
ー
語
系
統
の
言
語
を
使
う
。
彼
ら
の
伝
承
で
は
大
昔
、
オ
ハ
イ
オ
川
の

岸
か
ら
今
日
の
ミ
ズ
リ
ー
州
の
地
域
に
移
住
し
た
。
彼
ら
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

と
初
め
て
会
っ
た
の
は
一
六
七
三
年
で
、
場
所
は
オ
ー
セ
イ
ジ
川
沿
い
の
村

で
あ
っ
た
。
一
八
二
五
年
、
彼
ら
は
再
度
移
住
し
て
、
一
八
五
四
年
に
カ
ン

ザ
ス
准
州
と
な
っ
た
地
域
の
最
南
端
に
住
ん
だ
。
彼
ら
は
さ
ら
に
一
八
七
一

年
に
そ
の
地
を
売
却
し
て
、
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
か
ら
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
テ
リ
ト

リ
ー
（
後
の
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
）
に
土
地
を
購
入
し
た
。

　

オ
ー
セ
イ
ジ
は
五
つ
の
村
に
住
ん
だ
。
人
々
は
二
四
の
派ク
ラ
ンに
分
か
れ
て
い

た
が
、
そ
れ
を
大
別
す
る
と
、「
空
の
人
々
」
と
「
大
地
の
人
々
」
に
分
か

れ
た
。
人
口
は
一
八
七
一
年
の
内
務
省
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
の
調
査
で
は
、
純

血
は
三
六
七
九
名
で
、
混
血
お
よ
び
オ
ー
セ
イ
ジ
と
結
婚
し
た
白
人
で
、
か

つ
、
部
族
で
認
知
さ
れ
た
者
の
合
計
は
二
八
〇
名
で
あ
っ
た
。
天
然
痘
な
ど

の
た
め
に
一
九
〇
六
年
に
二
二
二
九
名
と
な
っ
た
。
内
務
省
は
保
留
地
内
の

東
側
で
、
約
一
〇
〇
万
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
或
る
掘
削
会
社
に
一
八
九
五
年

か
ら
十
年
間
、
石
油
と
天
然
ガ
ス
を
発
掘
す
る
許
可
を
与
え
た
。
そ
し
て
、

一
八
九
六
年
、
オ
ー
セ
イ
ジ
保
留
地
で
石
油
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、

一
九
〇
〇
年
に
な
る
ま
で
に
オ
ー
セ
イ
ジ
保
留
地
は
そ
の
資
源
の
た
め
に
白

人
か
ら
狙
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

重
要
な
こ
と
は
単
独
土
地
所
有
法
の
条
項
で
、
鉱
物
資
源
が
オ
ー
セ
イ
ジ

族
共
有
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
部
族
に
よ
る
土
地
の
共
有
制
を
廃
止

さ
せ
よ
う
と
す
る
連
邦
政
府
の
圧
力
を
撥
ね
退
け
て
、
ポ
ー
ハ
ス
カ
、
ホ
ミ

ニ
ィ
ー
、
グ
レ
イ
ホ
ー
ス
の
三
か
所
に
共
有
地
を
も
っ
て
い
る
。
他
に
、

ポ
ー
ハ
ス
カ
に
部
族
政
府
の
所
有
地
が
あ
る
。

　

鉱
物
資
源
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
は
一
九
〇
六
年
の
名
簿
に
名
前
が
記
載
さ

れ
て
い
る
者
（
ま
た
は
、
相
続
人
）
に
の
み
渡
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
大

恐
慌
の
時
代
は
石
油
の
価
格
が
下
落
し
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
初
期
に
は
Ｏ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
石
油
産
出
抑
制
で
、
オ
ー
セ
イ
ジ
の
石
油
は
再
度
注
目
を
浴

び
た
。
オ
ー
セ
イ
ジ
族
は
一
九
二
〇
年
代
に
は
「
世
界
で
い
ち
ば
ん
裕
福
な

人
々
」
と
言
わ
れ
た
が
、
石
油
発
見
は
彼
ら
に
豊
か
さ
だ
け
を
も
た
ら
し
た

の
で
は
な
い
。
後
見
人
に
指
名
さ
れ
た
白
人
が
オ
ー
セ
イ
ジ
を
騙
し
、
彼
ら

か
ら
財
産
を
奪
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
権
利
を
譲
渡
さ
せ
る
た

め
に
二
〇
名
も
の
オ
ー
セ
イ
ジ
が
殺
人
事
件
の
犠
牲
者
に
さ
れ
た
。
ま
た
、

白
人
は
権
利
を
略
奪
す
る
た
め
に
、
結
婚
詐
欺
を
企
み
、
離
婚
に
際
し
て
巨

額
の
金
銭
を
要
求
し
た
。

Ⅲ　

作
品
の
梗
概

　

混
血
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ー
に
男
の
子
が
生
ま
れ
る
。

ジ
ョ
ン
は
そ
の
子
が
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
土
地
や
文
化
・
伝
統
を
略
奪
し
た
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四

白
人
た
ち
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
願
っ
て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
略
称
、チ
ャ
ル
）」

と
命
名
す
る
。
チ
ャ
ル
は
父
親
が
読
ん
で
聞
か
せ
る
、
英
雄
崇
拝
に
満
ち
た

本
の
影
響
を
受
け
て
育
つ
。
父
親
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ゴ
ー
ド
ン
・
バ
イ
ロ
ン

（
一
七
八
八―

一
八
二
四
）
の
『
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ハ
ロ
ル
ド
の
巡
礼
』

（
一
八
一
二―
一
八
）
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ニ
ン
グ
・
ブ
ラ
イ
ア
ン

（
一
八
六
〇―
一
九
二
五
）
の
演
説
に
親
し
ん
で
い
る
。
チ
ャ
ル
は
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
の
少
年
ら
し
く
活
発
に
活
動
す
る
が
、
家
庭
の
静
寂
に
は
敬
意
を
払

う
。
夕
方
、
両
親
は
室
内
で
二―

三
時
間
も
沈
黙
を
守
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ

る
。
彼
の
家
は
貧
し
い
白
人
の
女
中
を
雇
う
だ
け
の
余
裕
が
あ
り
、
彼
は
通

学
学
校
の
生
徒
と
な
る
。
オ
ー
セ
イ
ジ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
担
当
官
事
務
所
は

時
代
の
流
れ
（「
進
歩
」）
か
ら
遠
く
離
れ
て
静
か
で
あ
る
。
純
血
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
と
混
血
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
住
み
わ
け
て
い
る
。
純
血
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は

割
り
当
て
地
を
拒
否
す
る
が
、
混
血
の
チ
ャ
ル
の
父
親
は
開
拓
熱
に
と
り
つ

か
れ
て
い
る
。
新
し
い
町
の
動
き
を
示
す
も
の
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。
銀
行
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
教
会
、
電
柱
、
石
油
採
掘
の
た
め
の
や
ぐ

ら
、
鉄
道
な
ど
。
チ
ャ
ル
は
町
の
建
設
に
見
入
る
が
、
自
然
環
境
は
急
激
に

変
化
し
て
い
る
。
進
学
し
た
チ
ャ
ル
は
白
人
の
少
年
た
ち
と
親
し
く
な
る
。

他
方
、
純
血
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
時
代
遅
れ
な
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
彼
は

週
末
を
野
外
で
過
ご
す
が
、
そ
れ
を
秘
密
に
す
る
。
進
歩
を
信
じ
る
混
血
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
は
石
油
の
噴
出
を
歓
迎
す
る
が
、
石
油
採
掘
権
か
ら
得
ら
れ
る

配
当
金
の
た
め
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
真
剣
に
働
か
な
く
な
る
。
ま
た
、
石
油

の
採
掘
と
と
も
に
悪
質
な
新
来
者
が
年
ご
と
に
増
え
る
。
大
学
生
に
な
っ
た

チ
ャ
ル
は
多
弁
な
白
人
学
生
た
ち
の
社
交
辞
令
に
と
ま
ど
う
。
彼
は
キ
ャ
ン

パ
ス
の
そ
ば
を
流
れ
る
川
の
近
く
で
、
一
週
間
ぶ
り
に
自
由
に
な
る
が
、
も

は
や
裸
で
自
由
に
泳
げ
な
い
。
そ
れ
で
も
「
文
明
」
を
受
け
入
れ
た
彼
は
後

退
し
な
い
。
彼
は
肌
の
色
を
気
に
し
、
自
分
の
握
手
の
仕
方
や
お
辞
儀
な
ど

に
苛
立
っ
て
、
逃
げ
出
し
た
い
気
持
ち
に
も
な
る
。
ダ
ン
ス
の
最
中
も
、
喋

ら
な
い
た
め
に
、
白
人
学
生
た
ち
か
ら
は
奇
異
に
思
わ
れ
る
。
彼
は
ブ
ロ
ッ

サ
ム
と
い
う
女
性
に
対
し
て
「
騎
士
道
」
的
な
思
い
を
抱
く
が
、
や
が
て
、

大
学
は
新
鮮
で
な
く
な
り
、
成
績
も
普
通
で
あ
る
。
彼
は
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も

や
め
る
。
春
が
到
来
す
る
。
彼
は
白
人
の
目
を
気
に
す
る
が
、
彼
の
中
の
文

明
化
は
進
ん
で
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
自
然
と
の
接
触
は
切
れ
な
い
。
空
想

に
浸
る
。
相
変
わ
ら
ず
、
自
分
の
中
に
あ
る
非
文
明
の
部
分
が
他
人
の
目
に

つ
か
な
い
こ
と
を
願
う
。
幼
友
人
の
ひ
と
り
は
完
全
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
戻

り
、
も
う
ひ
と
り
は
飲
酒
に
浸
る
。

　

彼
は
ダ
ン
ス
が
上
手
で
あ
る
が
、
ダ
ン
ス
の
相
手
と
は
機
会
が
あ
っ
て
も

話
題
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
彼
は
後
退
し
な
い
。
六
月
、
故
郷
へ

戻
る
。
先
に
故
郷
に
戻
っ
て
い
る
幼
友
人
は
野
心
を
も
た
ず
、
人
々
の
乗
り

物
は
馬
か
ら
車
へ
と
代
わ
っ
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
父
親
は
も
は
や
英
雄
で

は
な
く
な
る
。
母
親
は
英
語
で
書
か
れ
た
大
学
案
内
書
を
読
ん
で
お
り
、
文

明
化
は
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
ブ
ラ
イ
ヤ
ン（
８
）を
崇
拝
す
る
父
親
へ
の
批
判
を
強

め
る
。
彼
は
白
人
の
ロ
ス
ト
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
家
と
同
じ
く
、
戦
争

で
英
雄
に
な
り
た
い
と
願
い
、
空
軍
を
希
望
す
る
。
家
族
所
有
の
放
牧
場
へ

出
か
け
て
、
他
人
の
目
を
意
識
し
つ
つ
も
、
幼
時
の
遊
び
を
思
い
出
し
、
コ

ヨ
ー
テ
を
観
察
す
る
。
草
原
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
で
変
人
と
さ
れ
る
グ
ラ
ン
ヴ

ィ
ル
に
出
会
う
。
秋
に
な
り
、
二
年
生
と
な
る
が
、
勉
学
し
な
い
。
グ
ラ
ン
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五

ヴ
ィ
ル
は
ス
パ
イ
と
い
う
噂
も
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
が
第
一
次
大
戦
に
参
戦

す
る
と
決
め
る
と
、
ブ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
は
彼
の
た
め
に
紹
介
状
を
書
い
て
く
れ

る
。
彼
は
フ
ラ
タ
ニ
テ
ィ
（
男
子
友
愛
会
）
を
出
る
と
、
四
週
間
の
飛
行
訓

練
を
受
け
て
、
合
格
す
る
。
白
人
の
上
官
が
い
ば
る
の
で
、
反
感
を
抱
く
。

夫
の
目
を
盗
ん
で
彼
を
誘
い
出
す
白
人
の
女
（
ル
ー
）
が
彼
の
前
に
現
れ
る
。

彼
は
従
軍
で
き
る
と
い
う
夢
を
抱
き
、
故
郷
の
人
々
に
対
す
る
優
越
感
は
強

ま
る
。
夜
間
飛
行
訓
練
隊
へ
入
る
。
新
し
い
任
務
と
し
て
教
官
と
な
る
。
月

光
の
も
と
、
空
中
を
飛
ん
で
い
る
彼
は
眼
下
の
家
に
い
る
白
人
総
て
に
対
し

て
優
越
感
を
覚
え
る
。
大
西
洋
沿
岸
へ
移
動
せ
よ
と
い
う
命
令
を
受
け
て
、

ル
ー
と
別
れ
る
。
軍
に
留
ま
る
が
、
故
郷
の
自
然
が
彼
を
呼
ぶ
。
新
来
の
白

人
は
石
油
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
後
見
人
と
し
て
オ
ー
セ
イ
ジ
に
群
が
り
、
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
を
騙
す
。
父
は
白
人
に
殺
害
さ
れ
る
。
オ
ク
ラ
ホ
マ
は
未
だ
「
文

明
」
の
地
で
は
な
く
、
彼
は
金
持
ち
に
な
る
。
彼
は
自
動
車
を
購
入
す
る
。

開
発
の
た
め
に
草
の
葉
は
痛
み
、
幼
時
の
場
所
が
石
油
で
汚
れ
て
い
る
。
三

日
間
の
飲
酒
。
彼
は
伝
統
的
な
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
踊
り
を
見
て
、
自
分
は
伝

統
主
義
者
で
は
な
い
と
思
い
、
自
分
が
伝
統
か
ら
離
れ
て
い
る
と
自
覚
す
る
。

Ⅳ　

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
男
性
の
成
長
物
語

〈
同
化
政
策
の
積
極
的
受
容
〉

　

こ
の
作
品
の
特
徴
は
主
人
公
の
若
い
混
血
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
男
性
が
白
人
の

文
明
に
同
化
し
よ
う
と
す
る
様
子
を
詳
細
に
描
写
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

ま
た
、
主
人
公
の
チ
ャ
ル
が
同
化
政
策
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
舞
台
と
し

て
大
学
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
、
他
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
作
家
の
作
品
に
は

見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
二
十
世
紀
前
半
に
書
か
れ
た
作
品
で
、
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
の
主
人
公
が
文
明
化
政
策
を
チ
ャ
ル
ほ
ど
に
積
極
的
に
受
け
入
れ
る

作
品
は
他
に
な
い
。
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ド
ー
ヴ
（
一
八
八
八
？―

一
九
三
六
）

の
『
混
血
児
コ
ゲ
ウ
ェ
ア―

―

モ
ン
タ
ナ
の
大
牧
場
の
生
活
』（
一
九
二
七
）

は
女
主
人
公
コ
ゲ
ウ
ェ
ア
が
東
部
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
学
校
か
ら
故
郷
の
西
部

に
戻
っ
て
き
て
以
後
の
物
語
で
あ
る（
９
）。

ま
た
、
ダ
ー
シ
ィ
・
マ
ク
ニ
ク
ル

（
一
九
〇
四―

七
七
）
の
『
包
囲
さ
れ
て
』（
一
九
三
六
）
で
は
主
人
公
ア
ー

チ
ャ
イ
ル
ド
・
レ
オ
ン
は
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
一
年
ほ
ど
働
い
た

経
験
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
モ
ン
タ
ナ
州
の
保
留
地
に
戻
っ
て
き

て
、
弟
が
引
き
起
こ
し
た
保
安
官
殺
害
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
そ

の
た
め
に
、
彼
は
作
品
の
結
末
部
で
逮
捕
さ
れ
て
、
そ
の
将
来
は
全
く
不
透

明
と
な
る
。
作
品
の
標
題
と
お
り
、
彼
は
「
包
囲
さ
れ
て
」
お
り
、
自
分
の

意
志
を
自
由
に
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る（
10
）。
同
じ
マ
ク
ニ
ク
ル
の
『
敵
の
空

よ
り
吹
く
風
』（
死
後
出
版
、
一
九
七
八
）
で
は
冒
頭
か
ら
殺
人
事
件
が
起

き
て
、
白
人
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
共
存
は
困
難
だ
と
示
唆
さ
れ
て
い
る（
11
）。

　

こ
れ
ら
の
主
人
公
に
比
し
て
、
チ
ャ
ル
は
若
者
ら
し
く
積
極
的
に
白
人
の

文
明
に
同
化
し
よ
う
と
努
力
し
て
、
次
第
に
そ
の
本
質
を
彼
な
り
に
見
抜
い

て
ゆ
く
。
混
血
で
あ
る
チ
ャ
ル
の
こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
姿
勢
を
純
血
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
に
求
め
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
純
血
派
は
総
じ
て
保

守
的
で
あ
る
。
チ
ャ
ル
は
先
祖
が
被
っ
て
き
た
損
害
や
虐
待
を
知
ら
な
い
わ

け
で
は
な
い
が
、
彼
は
彼
の
生
き
方
を
貫
徹
で
き
る
諸
条
件
が
整
っ
て
い
る
。

第
一
に
、
石
油
採
掘
権
か
ら
得
ら
れ
る
配
当
金
が
相
当
に
あ
る
。
第
二
に
、
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六

母
親
は
純
血
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
だ
が
、
父
親
は
混
血
だ
か
ら
、
彼
に
は
好
都
合

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
英
語
の
習
得
に
苦
労
す
る
こ
と
も
な
い
。
ま
た
、
皮
膚

の
色
は
白
く
な
い
と
は
い
え
、
容
貌
は
悪
く
な
い
。
そ
の
た
め
に
彼
は
有
閑

階
級
の
既
婚
女
性
の
ル
ー
か
ら
誘
惑
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

〈
故
郷
批
判
〉

　

白
人
の
文
明
を
具
体
化
し
た
も
の
は
教
育
で
あ
り
、
こ
の
作
品
で
は
大
学

を
意
味
す
る
。
チ
ャ
ル
は
大
学
教
育
を
白
人
学
生
と
同
じ
よ
う
に
受
け
、
キ

ャ
ン
パ
ス
生
活
を
享
受
す
る
。
そ
の
結
果
、
大
学
入
学
以
前
か
ら
抱
い
て
い

た
故
郷
と
故
郷
の
人
々
に
対
す
る
批
判
は
決
し
て
緩
和
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

そ
の
批
判
の
矛
先
は
彼
の
二
人
の
幼
友
達
や
母
親
に
も
向
け
ら
れ
る
。

　

チ
ャ
ル
は
早
く
か
ら
白
人
の
子
供
と
遊
ぶ
が
、
と
き
ど
き
は
村
の
幼
友
達

（
サ
ン
・
オ
ン
・
ヒ
ズ
・
ウ
ィ
ン
グ
ズ
と
ラ
ニ
ン
グ
・
ウ
ル
フ
）
と
も
会
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
チ
ャ
ル
は
こ
の
二
人
と
は
共
有
す
る
も
の
が
な
い
こ
と
に

気
付
く
。
二
人
は
市
民
の
衣
服
を
ま
と
っ
て
い
る
が
、
他
の
多
く
の
若
者
と

同
じ
よ
う
に
談
笑
に
興
じ
て
い
る
の
が
チ
ャ
ル
に
は
苛
立
た
し
い
。
二
人
は

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
選
手
だ
か
ら
、
そ
の
特
技
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず

で
あ
る
が
、
二
人
は
放
課
後
、
小
馬
に
乗
っ
て
村
へ
出
か
け
て
行
く
だ
け
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
人
の
純
血
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
若
者
が
一
度
は

チ
ャ
ル
と
と
も
に
大
学
に
進
学
す
る
が
、
退
学
後
、
辿
る
道
は
こ
の
時
点
で

予
想
が
つ
く
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ニ
ン
グ
・
ウ
ル
フ
は
重
度
の
飲
酒
癖
に
お
ち

い
り
、
配
当
金
で
購
入
し
た
高
級
車
で
事
故
を
起
こ
し
て
、
や
が
て
亡
く
な

る
。
一
方
、
サ
ン
・
オ
ン
・
ヒ
ズ
・
ウ
ィ
ン
グ
ズ
は
保
守
的
で
凡
庸
な
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
に
戻
っ
て
、
チ
ャ
ル
を
落
胆
さ
せ
る
。
二
人
の
幼
友
達
に
対
す
る

チ
ャ
ル
の
厳
し
い
批
判
を
表
す
表
現
は
再
三
現
れ
る
が
、
そ
の
原
因
は
、
二

人
に
は
チ
ャ
ル
の
よ
う
な
明
確
な
意
思
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
大
学

と
い
う
名
の
文
明
に
触
れ
た
チ
ャ
ル
に
は
故
郷
の
若
者
は
「
何
の
野
心
も
抱

か
な
い
」（
一
六
二
）
つ
ま
ら
な
い
人
間
と
映
る
の
で
あ
る
。

　

作
者
の
洞
察
力
は
鋭
く
、
二
人
の
若
者
に
よ
っ
て
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
社
会
が

今
日
も
抱
え
る
問
題
を
提
示
し
た
と
い
え
る
。
す
わ
わ
ち
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
は
今
日
、イ
ン
デ
ィ
ア
ン
社
会
の
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、ラ
ニ
ン
グ
・

ウ
ル
フ
を
め
ぐ
る
挿
話
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ン
・
オ
ン
・
ヒ
ズ
・

ウ
ィ
ン
グ
ズ
は
石
油
採
掘
権
の
た
め
に
働
か
な
く
な
る
。
資
本
主
義
は
彼
に

は
恩
恵
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
く
て
、
彼
に
は
有
害
そ
の
も
の
で
あ
り
、
無

気
力
な
若
者
に
し
て
し
ま
う
。
人
々
の
収
入
が
莫
大
な
た
め
に
真
剣
に
労
働

す
る
こ
と
を
考
え
ず
、
お
喋
り
に
興
ず
る
だ
け
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
人
々

は
突
然
、
何
か
に
取
り
憑
か
れ
た
よ
う
に
、
市
場
も
な
い
の
に
ニ
ワ
ト
リ
の

飼
育
を
始
め
た
り
す
る
（
七
五
）。

　

チ
ャ
ル
の
故
郷
に
対
す
る
批
判
は
二
人
の
幼
友
達
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る

が
、
純
血
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
で
あ
る
母
親
も
彼
の
批
判
の
対
象
と
な
る
。
彼
は

母
親
が
書
物
を
読
む
の
を
目
に
し
た
こ
と
が
な
い
（
六
四―

五
）。
し
か
し

な
が
ら
、
母
親
は
彼
が
大
学
に
進
学
す
る
と
、
大
学
案
内
な
ど
を
読
む
よ
う

に
な
る
。
こ
れ
は
母
親
な
り
の
進
歩
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
若
者
の
チ
ャ
ル

に
す
れ
ば
、
母
親
の
進
歩
は
遅
い
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
母
親
の
英
語
は
口

語
風
で
な
く
、
書
物
の
中
の
英
語
の
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
母
親
は
外
出

す
る
際
、
レ
ー
ス
つ
き
の
上
等
な
青
い
上
着
の
上
に
け
ば
け
ば
し
い
イ
ン
デ
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七

ィ
ア
ン
の
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
上
衣
）
を
ま
と
う
。
母
親
は

新
し
い
白
人
文
明
の
品
で
あ
る
上
着
を
結
局
は
伝
統
の
衣
服
で
被
っ
て
し
ま

う
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
チ
ャ
ル
が
理
解
に
苦
し
む
習
慣
で
あ
る
（
二
六
二

―

六
三
）。

〈
饒
舌
＝
白
人
文
明
の
正
体
〉

　

こ
の
作
品
の
三
分
の
二
以
上
は
チ
ャ
ル
が
大
学
に
進
学
し
て
以
後
の
物
語

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
作
品
は
混
血
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
男
子
学
生
の

物
語
と
も
い
え
る
ほ
ど
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
学
生
の
生
活
が
詳
し
く

描
か
れ
て
お
り
、
当
時
の
大
学
生
の
生
態
を
知
る
の
に
も
役
立
つ
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
作
品
を
チ
ャ
ル
の
成
長
物
語
と
し
て
読
む
と
き
、

彼
が
白
人
の
文
明
に
同
化
す
る
う
え
で
大
き
な
問
題
と
な
る
の
は
「
こ
と

ば
」
で
あ
る
。
チ
ャ
ル
た
ち
を
駅
に
迎
え
に
き
て
く
れ
た
白
人
学
生
た
ち
は

新
入
生
た
ち
を
フ
ラ
タ
ニ
テ
ィ
（
男
子
学
生
友
愛
会
）
の
寮
に
連
れ
て
ゆ
く
。

そ
こ
で
チ
ャ
ル
が
最
初
に
戸
惑
う
の
は
白
人
学
生
た
ち
の
社
交
辞
令
で
あ
る

が
、
こ
れ
以
後
、
こ
と
ば
・
話
題
な
ど
が
作
品
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
チ
ャ
ル

の
文
明
化
と
関
連
し
て
言
及
さ
れ
る
。

　

フ
ラ
タ
ニ
テ
ィ
と
ソ
ロ
リ
テ
ィ
（
女
子
学
生
友
愛
会
）
の
間
で
は
頻
繁
に

交
流
が
あ
り
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
が
開
催
さ
れ
る
。
チ
ャ
ル
は
ダ
ン
ス
が
上

手
で
あ
り
、
白
人
の
女
子
学
生
と
幾
度
も
踊
る
機
会
が
あ
る
。
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
で
の
白
人
学
生
た
ち
の
楽
し
み
は
踊
り
の
最
中
も
絶
え
ず
お
喋
り
に
興

ず
る
こ
と
で
あ
る
（
一
二
九
）。
一
方
、
チ
ャ
ル
は
ダ
ン
ス
の
最
中
も
話
さ

な
い
。
そ
の
た
め
に
、
学
生
た
ち
に
は
彼
の
沈
黙
が
奇
妙
に
思
え
る
。
そ
の

後
、
彼
自
身
も
話
題
を
即
座
に
見
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
苛
立
ち
を
覚
え
る

が
、
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
に
歳
月
が
経
つ
。
彼
が
次
に
、
自
然
に
こ
と
ば
が

出
て
こ
な
い
の
を
残
念
に
思
う
の
は
ス
ケ
ー
ト
に
出
か
け
た
折
で
あ
る
。
彼

は
氷
の
上
で
転
ん
だ
女
子
学
生
を
助
け
上
げ
る
が
、
そ
の
と
き
、
慰
め
の
こ

と
ば
を
か
け
る
べ
き
だ
と
知
り
な
が
ら
も
何
も
言
え
な
い
（
一
四
一
）。
チ

ャ
ル
本
人
の
こ
の
よ
う
な
問
題
と
は
別
に
、
フ
ラ
タ
ニ
テ
ィ
の
学
生
た
ち
の

振
る
ま
い
も
彼
の
、
白
人
文
明
を
積
極
的
に
受
容
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
影

響
を
与
え
る
。
ブ
ロ
ッ
サ
ム
・
ド
ー
ベ
ニ
ィ
が
長
で
あ
る
ソ
ロ
リ
テ
ィ
に
招

待
さ
れ
て
い
る
と
き
、
男
子
学
生
た
ち
は
一
座
の
主
役
に
な
ろ
う
と
競
う
。

そ
の
た
め
に
、
チ
ャ
ル
は
一
座
の
話
題
が
次
か
ら
次
へ
と
移
る
の
を
見
て
い

て
、
学
生
た
ち
の
饒
舌
ぶ
り
に
驚
き
、
圧
倒
さ
れ
る
（
一
五
一
）。

　

彼
が
適
切
な
話
題
を
見
つ
け
て
気
軽
に
話
せ
な
い
と
い
う
苦
痛
は
授
業
の

後
に
も
経
験
す
る
。
教
師
た
ち
は
学
生
が
授
業
後
、
教
壇
に
や
っ
て
き
て
お

喋
り
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
学
生
た
ち
が

授
業
を
理
解
し
た
か
ど
う
か
を
判
断
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

チ
ャ
ル
は
こ
う
い
う
慣
例
に
気
づ
き
な
が
ら
も
、
話
題
と
す
べ
き
こ
と
が
見

つ
か
ら
ず
に
苦
痛
を
覚
え
る
（
一
四
三
）。

　

こ
と
ば
を
め
ぐ
る
問
題
は
随
所
で
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
学
入

学
以
前
に
も
遡
る
。
チ
ャ
ル
が
白
人
の
饒
舌
に
驚
く
様
子
は
早
く
も
第
四
章

で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
川
の
土
手
に
い
る
少
年
た
ち
の
ひ
と
り

は
言
葉
を
ま
る
で
貨フ

レ

イ

タ

ー

物
取
扱
い
人
の
よ
う
に
用
い
た
の
で
、
チ
ャ
ル
は
、
そ

の
子
が
自
分
は
偉
い
の
だ
と
、
見
せ
び
ら
か
し
た
い
か
ら
言
葉
を
用
い
た
の

だ
と
思
っ
た
」（
三
六
）。
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八

　

作
者
は
後
半
を
展
開
す
る
に
際
し
て
、
沈
黙
・
寡
黙
に
耐
え
ら
れ
ず
、
饒

舌
と
な
る
白
人
学
生
た
ち
と
対
照
的
な
人
物
を
登
場
さ
せ
る
。
作
者
は
こ
れ

に
よ
っ
て
チ
ャ
ル
が
白
人
学
生
た
ち
の
饒
舌
に
苦
し
め
ら
れ
る
の
を
緩
和
し
、

彼
が
故
郷
へ
戻
っ
て
ゆ
く
準
備
を
整
え
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
人
物
は
熟

年
者
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
で
あ
る
。
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
は
大
学

で
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
が
、
チ
ャ
ル
は
あ
る
と
き
、
草
原
で
彼
と
出
会
う
。

チ
ャ
ル
は
日
頃
か
ら
寡
黙
で
あ
る
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
に
魅
力
を
覚
え
て
い
る
が
、

偶
然
に
会
っ
て
一
段
と
敬
服
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
が
イ
ギ

リ
ス
紳
士
ら
し
く
自
然
の
観
察
を
実
践
し
て
お
り
、
饒
舌
な
だ
け
の
学
生
た

ち
と
対
照
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
（
一
七
四
）。

　

こ
と
ば
の
問
題
は
政
治
的
に
も
言
及
さ
れ
る
。
チ
ャ
ル
の
父
親
ジ
ョ
ン
は

石
油
の
配
当
金
交
渉
で
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
赴
き
、
妻
に
便
り
を
送
っ
て
く

る
。
ジ
ョ
ン
は
そ
の
便
り
の
中
で
、
政
府
は
約
束
を
反
故
に
す
る
ら
し
い
と

伝
え
て
く
る
。
す
る
と
、
そ
れ
を
読
ん
だ
妻
が
抱
く
感
想
は
、
白
人
が
歴
史

的
に
繰
り
返
し
て
き
た
一
方
的
な
条
約
破
棄
を
思
い
出
さ
せ
る
。「
あ
の
人

は
ま
る
で
少
年
の
よ
う
だ
。
い
つ
も
政
府
を
信
じ
て
い
た
。
あ
そ
こ
、
ワ
シ

ン
ト
ン
に
は
白
人
し
か
い
な
い
か
ら
、
白
人
は
舌
の
先
で
話
し
、
心
を
込
め

て
話
さ
な
い
」（
五
七
）。

〈
第
一
次
大
戦
〉

　

チ
ャ
ル
は
父
親
が
バ
イ
ロ
ン
の
『
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ハ
ロ
ル
ド
の
巡
礼
』
や

ブ
ラ
イ
ア
ン
の
詩
文
を
朗
読
す
る
の
を
聞
き
な
が
ら
成
長
す
る
。
バ
イ
ロ
ン

は
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
で
あ
る
が
、
ト
ル
コ
の
圧
制
に
苦
し
む
ギ

リ
シ
ア
の
独
立
運
動
を
支
援
し
て
ミ
ソ
ロ
ン
ギ
で
亡
く
な
っ
た
。
バ
イ
ロ
ン

は
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
の
五
人
の
詩
人
の
中
で
「
英
雄
的
」
な
亡
く
な
り

方
を
し
た
。
ま
た
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
社
会
で
は
人
気
を

博
し
た
政
治
家
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
に
と
っ
て
は
ど
ち
ら
の
人
物
も
英
雄
的
存

在
と
い
え
る
。

　

チ
ャ
ル
は
そ
の
よ
う
な
父
親
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
第
一
次
大
戦
が
勃

発
す
る
と
軍
人
を
英
雄
視
す
る
よ
う
に
な
る
。
彼
は
合
衆
国
が
臨
戦
体
制
に

入
る
と
、
従
軍
後
は
負
傷
兵
輸
送
隊
に
入
隊
し
た
い
と
願
う
。
そ
し
て
、
合

衆
国
が
参
戦
す
る
と
、
航
空
部
隊
の
訓
練
部
に
入
り
、
順
調
に
昇
進
す
る
。

訓
練
の
試
験
に
合
格
し
な
い
で
、
白
人
ら
し
く
も
な
く
泣
く
白
人
志
願
兵
が

い
る
中
で
チ
ャ
ル
は
夜
間
飛
行
の
教
官
に
な
る
。
こ
の
地
位
は
彼
に
は
ま
た

と
な
い
手
段
と
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
を
後
に
し
て
訓
練
場

に
入
っ
た
と
き
、
彼
は
大
学
に
留
ま
る
人
々
に
対
し
て
い
さ
さ
か
軽
蔑
を
覚

え
、
故
郷
の
人
々
に
は
な
お
一
層
の
軽
蔑
を
覚
え
る
。
彼
の
従
軍
に
よ
っ
て

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
優
越
感
や
英
雄
崇
拝
は
頂
点
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

有
閑
階
級
の
女
性
ル
ー
は
わ
ざ
わ
ざ
海
岸
の
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て
彼
の
訪
問

を
促
し
て
く
れ
る
。

〈
伝
統
〉

　

チ
ャ
ル
は
終
戦
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
場
で
本
格
的
に
従
軍
で
き

る
と
い
う
夢
が
挫
折
し
て
故
郷
に
戻
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
が
文
明
化
が

遅
れ
て
い
る
と
繰
り
返
し
批
判
し
て
き
た
故
郷
に
戻
る
の
は
彼
の
意
志
に
合

致
し
て
い
な
い
と
は
い
え
な
い
。
彼
は
故
郷
に
戻
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
統
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九

や
文
明
化
の
問
題
を
考
え
る
契
機
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は

帰
郷
後
、
外
の
世
界
か
ら
や
っ
て
き
た
女
性
た
ち
と
伝
統
的
な
踊
り
を
見
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
は
踊
り
の
意
義
を
理
解
し
て
い
な
い
こ

と
を
チ
ャ
ル
は
発
見
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
こ
の
時
点
で
自
己
反
省

し
て
、
自
分
こ
そ
踊
り
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
（
二
五
三
）。

　

チ
ャ
ル
が
子
供
の
頃
か
ら
町
の
建
設
に
熱
心
に
見
入
っ
て
い
た
こ
と
は
第

六
章
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
大
工
や
煉
瓦
積
み
職
人
が
二
階
建
て

の
建
物
を
建
て
、地
面
が
掘
り
返
さ
れ
る
様
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
（
六
三―

四
）。

石
油
ブ
ー
ム
で
湧
く
町
で
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
の
た
め
に
高
級
な
楽
団
も
や

っ
て
く
る
（
二
四
五
）。
し
か
し
な
が
ら
、
チ
ャ
ル
は
文
明
化
に
は
時
間
が

か
か
る
と
自
覚
す
る
。
そ
の
後
、
彼
は
故
郷
に
戻
る
こ
と
で
故
郷
の
人
々
は

文
明
化
が
遅
い
と
い
う
、
自
分
の
性
急
な
批
判
を
修
正
す
る
よ
う
に
な
る
。

子
供
の
頃
か
ら
白
人
文
明
を
積
極
的
に
受
容
し
て
き
た
こ
と
を
決
し
て
間
違

い
だ
と
は
思
わ
な
い
が
、
同
時
に
、
自
分
自
身
が
オ
ー
セ
イ
ジ
の
伝
統
を
理

解
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
気
付
く
。

　

帰
郷
後
、
彼
は
石
油
の
配
当
金
で
高
級
な
自
動
車
を
購
入
し
て
、
同
時
代

の
白
人
の
物
質
文
明
に
完
全
に
溶
け
込
ん
で
い
る
が
、
伝
統
的
な
踊
り
を
見

る
こ
と
で
、
踊
り
の
意
義
を
再
認
識
す
る
。
踊
り
と
は
「
こ
と
ば
」
で
表
現

で
き
な
い
こ
と
を
身
体
で
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生

活
で
は
白
人
学
生
の
饒
舌
に
圧
倒
さ
れ
、
苦
し
め
ら
れ
、
寡
黙
で
あ
っ
た
自

分
に
対
し
て
劣
等
感
を
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
航
空
部
隊
へ
の
入

隊
（
す
な
わ
ち
、
キ
ャ
ン
パ
ス
生
活
と
の
決
別
）
と
白
人
女
性
ル
ー
と
の
交

渉
に
よ
っ
て
彼
は
確
実
に
劣
等
感
か
ら
解
放
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
今
、

踊
り
は
彼
を
さ
ら
に
解
放
し
て
く
れ
そ
う
で
あ
る
。

　

彼
は
密
造
酒
を
入
手
後
、
夜
間
、
車
を
走
ら
さ
せ
て
カブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク

シ
の
小
木
の
密
生

し
て
い
る
地
を
通
り
す
ぎ
る
。
彼
は
車
を
走
ら
せ
る
だ
け
で
は
満
足
で
き
ず

に
、
身
体
に
漲
る
感
情
を
踊
り
で
表
現
し
た
い
と
願
う
。
彼
は
今
や
、
自
分

が
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
だ
と
自
覚
し
て
、
カ
シ
の
小
木
に
向
っ
て
、
自
分
は
風
の

兄
弟
だ
と
伝
え
た
い
と
願
う
。
カ
シ
の
小
木
を
包
む
深
い
沈
黙
は
い
つ
も
と

違
っ
て
彼
に
苦
痛
を
与
え
る
（
二
九
七―

九
八
）。

　

彼
は
こ
う
し
て
踊
り
の
意
義
を
再
認
識
す
る
が
、
昔
の
形
式
に
よ
っ
て
自

分
の
感
情
を
総
て
表
現
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
す
る
。
ま
ず
、
彼
に
は
車
と

ア
ル
コ
ー
ル
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
白
人
文
明
の
浸
透
は
否

定
で
き
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。
彼
は
単
純
な
伝
統
主
義
者
で
は
あ
り
え

な
い
。
彼
が
伝
統
的
な
儀
式
で
あ
る
ス
エ
ッ
ト
・
ロ
ッ
ジ
に
入
っ
て
、
そ
の

効
果
・
意
義
を
認
め
る
こ
と
は
あ
る
が
（
二
六
九
）。

〈
チ
ャ
ル
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
性
〉

　

チ
ャ
ル
の
成
長
は
ま
ず
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
生
活
、
次
に
、
航
空
部
隊
へ
の

入
隊
、
そ
し
て
最
後
に
、
帰
郷
に
よ
っ
て
漸
次
達
成
さ
れ
る
。

　

彼
は
大
学
の
入
学
以
前
に
二
人
の
幼
友
達
を
批
判
的
に
見
て
い
る
が
、
彼

自
身
は
週
末
を
野
外
で
過
ご
す
こ
と
を
秘
密
に
し
て
い
る
（
六
八
）。
野
外

で
過
ご
す
こ
と
が
白
人
か
ら
「
野
蛮
」
と
見
な
さ
れ
、
文
明
化
し
て
い
な
い

証
拠
と
さ
れ
る
こ
と
を
充
分
に
意
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
自
分
の
中
の

「
非
文
明
化
」
の
部
分
を
絶
対
に
他
者
（
白
人
）
に
見
ら
れ
た
く
な
い
と
い

う
意
識
こ
そ
彼
の
大
学
生
時
代
の
最
大
の
問
題
で
あ
る
。
彼
が
、
自
分
が
未
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一
〇

だ
文
明
化
し
て
い
な
い
と
感
じ
る
機
会
は
数
多
く
あ
る
。
そ
の
一
例
は
ブ
ロ

ッ
サ
ム
と
握
手
す
る
際
の
下
手
さ
で
あ
る
（
一
二
二
）。
さ
ら
に
、
す
で
に

言
及
し
た
よ
う
に
ス
ケ
ー
ト
で
転
ん
だ
女
子
学
生
を
助
け
上
げ
て
も
、
慰
め

の
言
葉
が
自
然
に
は
出
て
こ
な
い
の
も
自
分
の
非
文
明
化
の
証
拠
だ
と
思
う
。

　

彼
は
早
く
か
ら
白
人
文
明
を
積
極
的
に
受
容
し
、
大
学
生
活
に
お
い
て
も

白
人
学
生
と
同
じ
よ
う
に
な
ろ
う
と
努
力
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
自

分
の
意
志
と
努
力
を
裏
切
る
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
、
彼

の
夢
の
女
性
と
な
る
ブ
ロ
ッ
サ
ム
と
の
デ
ー
ト
の
最
中
に
起
き
る
。
ブ
ロ
ッ

サ
ム
の
デ
ー
ト
の
予
定
は
詰
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
と
き
、

彼
女
は
デ
ー
ト
の
相
手
が
余
所
に
行
っ
て
し
ま
い
、
予
め
申
し
込
ま
れ
て
い

た
別
の
学
生
に
嘘
を
つ
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
彼
女
は

チ
ャ
ル
に
代
役
を
務
め
さ
せ
る
。
彼
は
喜
ん
で
彼
女
と
散
歩
に
出
か
け
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
夢
中
な
余
り
、
川
に
つ
な
が
る
暗
い
道
を
辿
り
は
じ

め
た
こ
と
に
気
づ
か
な
い
。
彼
女
は
つ
い
に
「
私
は
川
へ
は
行
け
な
い
」
と

告
げ
る
。
こ
こ
で
も
彼
は
沈
黙
し
て
し
ま
い
、
何
か
彼
女
を
笑
わ
せ
る
よ
う

な
面
白
い
話
を
し
な
け
れ
ば
と
知
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
見
つ
か
ら
な
い
。

こ
の
場
面
の
意
味
は
「
こ
と
ば
」
の
問
題
以
外
に
も
あ
る
。
と
い
う
の
は

「
川
・
水
」
は
非
文
明
化
（
野
生
）
の
表
象
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　

こ
の
挿
話
に
先
行
す
る
、
チ
ャ
ル
と
川
の
関
係
を
示
す
箇
所
が
あ
る
。
彼

は
あ
る
夜
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
生
活
を
始
め
て
間
も
な
く
、
独
り
に
な
る
最

初
の
機
会
が
あ
る
と
、
こ
の
川
の
方
へ
散
策
に
出
か
け
る
。
新
し
い
体
験
が

引
き
起
こ
し
て
い
る
混
乱
状
態
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
を
実
感
し
な
が
ら
、
独

り
川
の
方
へ
向
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
付
近
に
入
植
し
て
い
る
農
家
が
あ
る
。

彼
は
泳
ぎ
た
く
な
っ
て
衣
服
を
脱
ぎ
始
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
途
中
で
彼
の

手
の
動
き
が
止
ま
る
。
そ
の
理
由
は
他
者
の
視
線
を
気
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。

目
撃
さ
れ
た
ら
狂
人
と
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
自
分
は
も
は
や
オ
ー
セ
イ
ジ

の
山
に
住
む
少
年
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
他
の
人
々
と
同
じ
よ
う
に
振
舞
う

の
だ
と
決
め
る
が
（
一
〇
三
）、
こ
の
挿
話
は
、
彼
が
文
明
化
と
は
、
あ
る

程
度
自
由
を
失
う
こ
と
だ
と
自
覚
す
る
挿
話
で
あ
る
。
彼
が
ブ
ロ
ッ
サ
ム
を

散
策
中
に
川
の
方
へ
誘
っ
た
の
は
全
く
無
意
識
の
行
動
で
あ
る
。
作
中
に
お

い
て
、
あ
る
学
生
（
チ
ャ
ッ
ク
・
タ
ル
マ
ッ
ジ
）
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、

ブ
ロ
ッ
サ
ム
が
安
心
し
て
お
れ
る
男
性
は
チ
ャ
ル
だ
け
で
あ
る
（
一
五
五
）。

し
た
が
っ
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
彼
女
を
川
の
方
へ
誘
っ
た
の
は
彼
女
を
誘
惑

す
る
た
め
で
は
な
く
て
、
川
が
彼
を
引
き
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
彼
女

に
と
っ
て
川
は
非
文
明
の
表
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

ブ
ロ
ッ
サ
ム
に
限
ら
ず
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
生
活
す
る
学
生
た
ち
が
キ
ャ
ン

パ
ス
を
取
り
囲
む
自
然
の
方
へ
積
極
的
に
入
っ
て
ゆ
く
こ
と
は
な
い
。
作
中

で
例
外
的
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
学
生
た
ち
が
凍
結
し
た
池
で
ス
ケ
ー
ト
を

楽
し
む
た
め
に
出
か
け
る
と
き
で
あ
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
が
白
人
文
明
を
体
現
し
た
と
こ
ろ
と
す
れ
ば
、
チ
ャ
ル
は
大

学
生
と
し
て
積
極
的
に
そ
こ
に
入
っ
て
ゆ
く
。
彼
は
絶
え
ず
白
人
の
視
線
を

気
に
し
な
が
ら
、
自
分
の
中
の
非
文
明
の
部
分
を
意
識
し
な
が
ら
生
活
す
る
。

学
生
た
ち
の
饒
舌
や
社
交
の
浅
薄
さ
を
見
抜
き
な
が
ら
も
、
自
分
の
中
の
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
性
を
捨
て
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
の
母
親
は
「
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
的
寡
黙
」（
五
四
）
を
守
っ
て
い
る
が
、
彼
自
身
も
五
語
以
上
は
話
さ
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一
一

な
い
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
（
二
三
四
）。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
「
こ

と
ば
」
が
重
要
で
は
な
く
て
技
術
が
重
要
な
航
空
部
隊
に
入
隊
す
る
こ
と
で

劣
等
感
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
故
郷
の
人
々
に
対
す
る
彼
の
優
越
感
は
ゆ
る
ぎ

の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
今
度
は
白
人
に
対
し
て
も
優
越
感
を
抱
く
。「
彼

は
優
越
感
を
抱
き
、
眼
下
の
無
数
の
人
々
は
白
人
だ
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
。

自
分
が
、
そ
の
人
々
を
白
人
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
、
彼

は
ほ
く
そ
え
ん
だ
」（
二
一
二
）。
こ
う
し
て
彼
の
劣
等
感
は
払
拭
さ
れ
、
さ

ら
に
、
彼
が
戦
時
の
英
雄
に
な
れ
る
時
期
が
近
づ
く
と
、
白
人
女
性
と
の
交

渉
が
さ
ら
に
彼
の
精
神
を
解
放
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
交
渉
は
長
く

続
か
ず
に
、
転
勤
と
な
り
、
そ
の
後
終
戦
と
な
る
。
彼
は
自
ら
が
遅
れ
て
い

る
と
批
判
し
て
い
た
故
郷
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。

　

故
郷
に
戻
っ
た
チ
ャ
ル
は
余
所
か
ら
や
っ
て
き
て
、
今
で
は
金
持
ち
で
あ

る
男
の
牧
場
で
若
者
た
ち
と
飲
酒
騒
ぎ
に
興
ず
る
。
や
が
て
そ
の
場
を
独
り

抜
け
出
す
。
彼
に
幼
時
を
思
い
出
さ
せ
る
の
は
あ
る
大
き
な
樹
で
あ
る
。
彼

は
そ
の
樹
を
昔
か
ら
人
間
と
見
な
し
て
い
た
が
、
昔
あ
る
と
き
、
洪
水
の
た

め
に
そ
の
樹
の
根
が
露
出
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
樹
は
ま
る
で
恐
怖
の
た
め

に
震
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
（
二
八
五
）。
そ
こ
で
少
年
の
チ
ャ
ル
は
そ

の
幹
に
手
を
お
い
て
や
っ
た
。
す
る
と
、
そ
の
樹
は
落
ち
着
い
た
様
子
だ
っ

た
。
今
、
彼
は
そ
ん
な
少
年
の
頃
を
思
い
出
す
。

　

作
品
の
最
後
の
段
階
で
彼
は
自
然
の
中
に
戻
っ
て
ゆ
く
。
彼
は
大
学
生
に

な
っ
て
も
文
明
か
ら
逃
れ
て
自
然
の
中
で
時
を
過
ご
し
た
い
と
い
う
願
望
を

絶
え
ず
抱
い
て
い
る
が
、
若
者
と
し
て
の
経
験
を
あ
る
程
度
経
て
か
ら
で
な

い
と
、
人
間
と
自
然
の
関
係
を
理
解
で
き
な
い
。

　

彼
に
と
っ
て
自
然
界
と
い
え
ば
、
何
よ
り
も
カ
シ
の
小
木
を
意
味
す
る
。

彼
に
と
っ
て
、
オ
ー
セ
イ
ジ
の
谷
を
取
り
囲
ん
で
い
る
カ
シ
の
小
木
は
純
血

派
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
連
想
さ
せ
、
時
代
の
「
進
歩
」
に
超
然
と
し
て
い
る

（
六
七
）。

　

彼
は
故
郷
に
戻
る
こ
と
で
白
人
の
視
線
か
ら
解
放
さ
れ
、
劣
等
感
か
ら
も

解
放
さ
れ
る
。
そ
の
解
放
に
役
立
つ
の
が
、
彼
の
幼
時
か
ら
の
思
い
出
の
樹

で
あ
る
。
そ
の
樹
が
洪
水
に
襲
わ
れ
て
震
え
て
い
る
の
を
慰
め
た
彼
は
セ
ミ

時
雨
や
カ
ッ
コ
ウ
の
鳴
き
声
を
耳
に
な
が
ら
午
後
の
眠
気
に
身
を
任
し
て
自

分
が
自
然
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
（
二
八
五
）。
父
親
が
亡
く

な
っ
た
こ
と
で
バ
イ
ロ
ン
や
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
彼
に
は
も
は
や
英
雄
で
は
あ
り

え
な
い
。
ま
た
、
彼
自
身
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
場
で
英
雄
に
な
る
と
い
う
、

白
人
ロ
ス
ト
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
家
の
抱
い
た
夢
も
彼
に
は
無
縁
と
な

る
。

Ⅴ　

作
品
の
評
価

　

マ
シ
ュ
ー
ズ
の
名
前
は
先
行
す
る
『
ワ
タ
ン
カ―

―

オ
ー
セ
イ
ジ
と
白
人

の
道
』
に
よ
っ
て
読
書
界
に
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

作
品
が
出
版
さ
れ
る
と
、
全
国
紙
の
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
モ

ニ
タ
ー
」（
一
九
三
四
年
十
一
月
八
日
）
に
書
評
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
マ
シ
ュ
ー
ズ
の
記
述
は
客
観
的
で
あ
り
、
そ
の
描
写
は
優
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（
13
）。
次
に
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」
紙
の
書

評
（
一
九
三
四
年
十
一
月
二
五
日
）
は
こ
の
作
品
を
絶
賛
は
し
て
い
な
い
。
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一
二

す
な
わ
ち
、
作
者
は
作
品
の
主
題
を
充
分
に
把
握
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
む
し
ろ
、
社
会
や
時
代
を
描
写
し
た
も
の
と
し
て
優
れ
て
い
る
と

評
者
は
述
べ
て
い
る（
14
）。

　

現
代
の
書
評
と
し
て
は
、
作
家
で
あ
り
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
文
学
の
研
究
者

で
あ
る
ル
イ
ス
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
が
高
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
は

一
九
九
〇
年
代
に
ま
で
い
た
る
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
作
家
に
よ
る
小
説
に
方
向

性
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
白
人
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
「
消
え
行
く

ア
メ
リ
カ
人
」
と
い
う
役
割
を
担
わ
せ
て
、
悲
劇
の
主
人
公
に
し
た
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
チ
ャ
ル
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
代
表
し
て
い

る
と
、
オ
ー
ウ
ェ
ン
は
言
っ
て
い
る（
15
）。

　

注
（
1
）
生
年
を
一
八
九
五
年
と
す
る
書
物
も
あ
る
。

 　
　

Janet W
italec (ed.), N

ative N
orth A

m
erican L

iterature : 
B
iographical and C

ritical Inform
ation on N

ative W
riters and 

O
rators from

 the U
nited States and Canada from

 H
istorical T

im
es 

to the Present (D
etroit : Gale Research, 1994) p.409. 

（
2
）
提
案
者
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
上
院
議
員
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｌ
・
ド
ー
ズ
に
ち
な

ん
で
ド
ー
ズ
法
、
ま
た
は
、
単
独
土
地
所
有
法
と
称
さ
れ
る
。
一
家
の
長
に

一
六
〇
エ
ー
カ
ー
、
一
八
歳
以
上
の
者
に
八
エ
ー
カ
ー
を
与
え
る
と
い
う
も
の
。

土
地
の
私
有
化
を
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
強
制
し
て
、
同
化
政
策
を
推
進
す
る
役
割

を
は
た
し
た
。

（
3
）
セ
シ
ル
・
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ズ
（
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
の
南
ア
連
邦
の
政
治
家

一
八
五
三―

一
九
〇
二 

）
の
遺
言
に
よ
り
彼
の
遺
産
を
基
金
と
し
て
設
け
ら

れ
た
奨
学
金
で
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
学
生
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
。

対
象
は
イ
ギ
リ
ス
連
邦
、
合
衆
国
、
ド
イ
ツ
の
出
身
者
。

（
4
）
一
八
六
八
年
に
カ
ス
タ
ー
将
軍
が
冬
季
に
作
戦
行
動
を
と
っ
て
、成
功
し
た
戦
い
。

（
5
）
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
・
カ
ス
タ
ー
（
一
八
三
九―

七
六
）
は

一
八
六
一
年
に
陸
軍
士
官
学
校
を
末
席
で
卒
業
し
た
が
、
南
北
戦
争
で
有
名
を

馳
せ
、
二
三
歳
で
史
上
最
年
少
の
将
軍
と
な
っ
た
。
六
六
年
に
第
七
騎
兵
連
隊

長
と
な
り
、
ダ
コ
タ
と
モ
ン
タ
ナ
準
州
で
対
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
に
従
事
。

七
六
年
に
、
リ
ト
ル
・
ビ
ッ
グ
・
ホ
ー
ン
の
戦
い
（
一
八
七
六
年
六
月
二
五―

二
六
日
）
で
部
下
二
六
四
名
と
と
も
に
全
滅
し
た
。

（
6
）John Joseph M

athew
s, Sundow

n (N
orm
an: U

niversity of O
klahom

a 
Press, 1988) 

以
下
、
本
文
中
に
お
け
る
引
用
は
総
て
こ
の
書
物
に
よ
る
。
ペ
ー

ジ
数
の
み
を
記
す
。

（
7
）
略
伝
は
次
の
書
物
に
よ
る
。

  
 

A
ndrew

 W
iget, D

ictionary of N
ative A

m
erican L

iterature (N
ew
 

Y
ork: Garland, 1992) pp. 245-49.

（
8
）
イ
リ
ノ
イ
州
生
れ
の
政
治
家
。
一
八
六
〇―

一
九
二
五
。
一
八
九
六
年
シ
カ
ゴ

で
の
民
主
党
大
会
で
、
大
統
領
候
補
と
な
る
が
、
マ
ッ
キ
ン
レ
イ
に
敗
れ
る
。

そ
の
後
も
候
補
に
な
る
が
、
大
統
領
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。

（
9
）
喜
納
育
江
「
混
血
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
女
性
の
自
己
表
象―

―

モ
ー
ニ
ン
グ
・
ド
ー

ブ
の
『
コ
ゲ
ウ
ェ
ア
、
あ
る
混
血
の
物
語
』」
木
下
卓
・
笹
田
直
人
・
外
岡
尚

美
編
著
『
多
文
化
主
義
で
読
む
英
米
文
学―

―

あ
た
ら
し
い
イ
ズ
ム
に
よ
る
文

学
の
理
解―

―

』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
九
年
）

（
10
）
拙
稿
「
ダ
ー
シ
ィ
・
マ
ク
ニ
ク
ル
の
『
包
囲
さ
れ
て
』―

―

混
血
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
の
自
己
探
求―

―

」『
阪
南
論
集　

人
文
・
自
然
科
学
編
』
第
三
一
巻
第
一

号
（
二
〇
〇
三
年
）。

（
11
）
拙
稿
「
草
が
生
い
茂
り
、川
が
流
れ
る
限
り―

―

ダ
ー
シ
ィ
・
マ
ク
ニ
ク
ル
の
『
敵

の
空
よ
り
吹
く
風
』
を
読
む
」
西
村
頼
男
・
喜
納
育
江
編
著
『
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・

ア
メ
リ
カ
ン
の
文
学
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
12
）
こ
の
中
で
行
わ
れ
る
儀
式
は
精
神
的
お
よ
び
肉
体
的
健
康
を
も
た
ら
す
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
諸
部
族
に
共
通
す
る
。

（
13
）N

ative N
orth A

m
erican Literature, p.410.
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（
14
）Ibid., p.411.

（
15
）Louis O

w
en, (N

orm
an: U

niversity of O
klahom

a Press,1992) p. 60.
　

　
（
二
〇
〇
四
年
七
月
二
十
三
日
受
付
）
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